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　７月 20 日、「第８回室根地域小学校統合整備推

進委員会」を一関市役所室根支所で開催しました。

　事務局から、６月１日付けで室根地域小学校統

合整備推進委員会設置要綱を改正し、委員を 22

名以内から 25 名以内としたこと。また、こまど

り保育園から推薦された代表者２名に、６月 24

日に開催した第８回通学対策部会で委嘱状の交付

を行ったことを報告しました。

　また、４つの専門部会 ( 校舎等整備検討部会、

学校経営部会、ＰＴＡ等活動部会、通学対策部会 ) 

は、それぞれの検討結果を以下のとおり報告しま

した。

・　校舎等整備検討部会…室根石の活用を要望す

る。水飲み場の水道を増設する。当初予定してい

たプールの敷地が軟弱な地盤であるため、室中グ

ラウンドの北側に設置する。テニスコートは室中

野球グラウンド側の位置に設置する。

・　学校経営部会…教務、研究、生徒指導、保健

安全指導、事務について検討する。

・　ＰＴＡ等活動部会…専門委員会のあり方につ

いて検討する。閉校記念事業実施の可否について

検討する。

・　通学対策部会…徒歩通学児童の登下校につい

て検討する。スクールバスの運行ルートについて

検討する。放課後児童クラブの運営体制について

の検討委員会を設ける。

　このほか、㈱久米設計が室根地域統合小学校校

舎等・屋内運動場建設工事実施設計について各教

室等配置や特色を説明。

　事務局が、室根小学校屋外環境整備実施設計に

ついて、グラウンドとテニスコートの配置と利用

方法について説明しました。
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プールの建設について協議

　８月 28 日、「第９回室根地域小学校統合整備推進

委員会」を一関市役所室根支所で開催しました。

　校舎等整備検討部会は、校舎の実施設計につい

ての報告と室根中学校のプールは解体せず、引き

続き使用することを提案。通学対策部会は通学路

の安全調査の結果と児童クラブの設置について報

告しました。

　協議は、室根地域統合小学校校舎等・屋内運動場建

設工事実施設計に関する説明と室根小学校プール建設

について行われ、小学校のプールは現在の室中野球グ

ラウンド側に設置すること。また、同中のプールは、

引き続き利用することが決定しました。

　同中のプールを解体後に整備予定だった駐車場は、

当初のプール建設予定地への移設を検討するなど、

今後も話し合いが続きます。



児童の安全を守るため　町内危険箇所を調査

　通学対策部会は、事前に行ったアンケートをもと

に危険箇所を抽出。児童の安全を確保するため、７

月 13、15 日の両日、「室根地域小学校統合整備に係

る通学路の安全調査」を行いました。

　調査は、通学対策部会員、交通安全対策協議会員、

交通指導隊員らが西・東小学区に分かれて実施しま

した。

　調査内容は、危険度について事務局がまとめ、７

月 29 日に第９回通学対策部会を開催して検討。

　それぞれの対策案（ゼブラゾーン、ドットライン、

ラバーポールの整備。屋外広告物の撤去など）を考

えました。

　今後、さらに内容を検討し、要望書としてまとめ

ることとしました。

今後のＰＴＡ活動を検討

　９月 24 日、「第８回ＰＴＡ等活動部会」を室

根西小学校で開催しました。

　会議は、これまでに決定した、ＰＴＡ役員、

専門委員会、総会、理事会、会議名称と構成員、

地区子供会、関連行事、会費、規約、予算など

についての内容を確認。開校に向けた諸事項の

検討と実施は東西で連携しながら進める。また、

閉校に関するＰＴＡとしての記念事業を東西と

もに行い、詳細について今後検討することを確

認しました。

屋外環境整備について確認

　10 月１日、「第９回校舎等整備検討部会」を

一関市役所室根支所で開催しました。

　事務局が、室根地域統合小

学校校舎等・屋内運動場建設

工事実施設計について、外観

パース図を活用して報告。屋

外環境整備実施設計委託の㈱

一測設計がグラウンドと中学

校テニスコートの舗装につい

て説明しました。

校舎のイメージ

㈱久米設計による外観パース図 (イメージ )です。


